
 

 

 

九州教区報 第６４号 ２０１５年２月１０日  日本福音ルーテル教会 九州教区 

1 

日本福音ルーテル教会 九州教区 

九 州 教 区 報                       
   発行所 日本福音ルーテル九州教区事務所 

      〒812-0028 福岡市博多区須崎町 3-9 

    ℡092-281-4204・Fax092-262-6373 

  E-Mail kyushu-k@jelc.or.jp 

 HP http://www.jelc-kyushyu.org 

   発行人 教区長 小泉 基  

   編集責任者 書 記 岩切 雄太 

 

 

 

 巻頭言 

「ウィスキーがお好きでしょ」 

 

 

 

会計兼財務部長  

山本 光 
 

 

 

 

ミッションスクールのなかには、教会出席を義務づけている学校があり、箱崎教会の

礼拝にもそのような中高生が出席している。ある学校で中高生にアンケートをとって教

会に行っていやだったと思った事を質問したそうである。答えは礼拝のあと皆に紹介さ

れることがいやと感じたということであった。いきなり皆に紹介されることは恥ずかし

くて堪えられなかったというのである。この事から教会は新来会者に対して少し思いや

りに欠けるところがあることが読み取れる。せめて本人の意向を聞いた上で皆に紹介す

るといった配慮は必要であろう。私は教会員ひとり一人の思いやりがどれだけ具体的に

現れているか、その人たちが教会を出るときの笑顔をどれだけ自分たちの喜びとするこ

とができるかが続けて行きたいと思わせる鍵であると思う。 

石川さゆりが歌う「ウイスキーがお好きでしょ」という歌を聴かれた方がおられると

思う。私は特に彼女のファンというわけではないがこの曲の題名がどこかひっかかる。 

お客様に商品を勧めるときに、ひやかしなのか、本当に買う気で来店されているか見

極めることは大切で、買う気で来店されている人にはきちんと買っていただくのがプロ

である。どちらの洋服か迷っておられる方に、「そうですねえ、お客様にはどちらも大

変お似合いです」などと言ってさらに迷わすのは間違いで「お客様にはこちらの方がお

似合いだと思います」とはっきり自分の意見を言うことが求められる。さらに顧客満足

の視点からすると、「〇〇様はこのデザインがお好きでしたよね」と一歩踏み込んだ形

で勧められると「私の好みまでも知った上で、アドバイスしてくれている」となるので

ある。 

教会に目を向けてみよう。教会に行きたいと思っておられる人のなかで、実際教会に

足を運ばれる人は少なからずキリスト教やその歴史、教会に興味がある人なのだと私は

思う。石川さゆりの歌で言えばウイスキーがお好きな人々なのだ。少子高齢化で宣教の

衰退が叫ばれる現代でも冠婚葬祭や学校の勧め、学生時代に行ったことがあるなど何ら

かの理由で教会を訪れる人は少なくない。私はこの人たちへのアプローチを心を込めて、

わかりやすくすることで教会は再び宣教を伸ばすことができると考えている。実際にキ

リスト新聞社の「新来会者からキリスト教界へ もっと教会を行きやすくする本」を会

員で読んで様々に新来会者へのアプローチを変え、昨年から礼拝出席者数を大きく伸ば

した教会もある。 

今年はひつじ年。ひつじはひつじを産み、群れを守っていくことが求められている。

「信徒の宣教」このキーワードを胸にこの年も楽しく教会生活を送っていこうと思う。  
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各集会報告 

九州セミナリオ  報告 野村陽一牧師 

九州セミナリオでは、2017年の宗教改革500年を見据えマルティン・ルター・シリーズを開

講しています。2013年の徳善義和先生を皮切りに、2014年度は高井保雄先生(ルター研究

所所員、羽村教会牧師)を講師にお招きして開講しました。11月15日(土)健軍教会(参加者

32名)、16日(日)箱崎教会(参加者41名)で開催され、ルターの『小教理問答』について学びま

した。『小教理問答』といえば、受洗前の教育で用いられるもので、受洗後は見向きもされな

い傾向にありますが、本来はそうではありませんでした。先般出版された新訳『エンキリディオ

ン小教理問答』のタイトルがそれを示しています。高井先生の講演は、エンキリディオンという

言葉の解説から始まりました。元々はかつての水夫が海賊対策用に腰に差していた小刀の

ことでしたが、これが水夫にとって必携であった

ため、後の宗教改革時代、人文学者エラスムス

が先鞭をつけて『エンキリディオン(キリスト者必

携)』を出版し、ルターはこれに返答するかのよ

うに『エンキリディオン小教理問答』を出版しまし

た。当時のキリスト者の日々の学びのために、

必携として当書は出版されたわけで、現代に生

きる私たちにも当てはまることです。 

 

宣教懇談会  報告 和田憲明牧師 

昨秋11月5日、九州教区伝道部主催の「宣教懇談会」が箱崎教会で行われた。教区では

初めての試みということだが、伝道部と役員会との貴重な話し合いの時が与えられたことに感

謝したい。会では冒頭、伝道部長の角本牧師が、「懇談」は英語で「フレンドリー・トーク」なの

で、忌憚なく意見を出し合い、宣教を見直すより良い機会にしたいと口火を切られ、祈りをも

って始められた。 

この会を通じて改めて気づかされたことがある。まず、自らの教会の宣教について尋ねら

れる前に、今一度「総会資料」などにしっかりと目を通す時間を要する。当日はその資料を通

じて話し合うことになるが、ある意味ありのままの教会の姿が現れる。各役員が、どちらかと言

えば肯定・積極的に感じている部分や、逆に否定（批判）・消極的に捉えている部分が自然

と語られるからだ。それは夫々の教会との関わりや、信仰の在り方に特徴づけられるものだと

思った。 

同組織内の会であるから、「コンサルタント」のような外部機能としては限界があるだろう。し

かし大事なことは、互いに分かち合われた事柄を真摯に受け止め、宣教について問い直す

ことではないか。 

私たちの教会は、ルターが、「95箇条の提題」の最初に「わたしたちの主であり、師である

イエス・キリストが『悔い改めよ…』（マタ4：17）と言われたとき、彼は信ずる者の全生涯が悔い

改めであることを欲したもうたのである」という言葉から宗教改革を始めたと伝える。今年度は

3、4教会と懇談の時が持たれるとのことだが、主に向き直る一つの小さな「改革」に繋がるよう

祈りたい。 
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クリスマス報告 

博多教会  池谷考史牧師 

11月30日、クリスマス行事の皮切りは教会学校クリスマス。10人の子どもたちに加え、大人

も一緒に礼拝と食事を共にしました。12月21日、降誕祭礼拝。恒例の聖歌隊による賛美がク

リスマスの雰囲気を盛り上げ、堅信者や転入者があったことも大きな喜びでした。その後の祝

会では、持ち寄りのおいしい食事と（この日に向けて準備を重ねた）バラエティー豊かな出し

物が、クリスマスの喜びに花を添えました。24日夜はイブ燭火礼拝。初めての方、久しぶりの

方なども含めて大勢の方が出席、今年は教会に連なるピアニスト作曲の「平和」をテーマにし

た曲を、クラリネットとのコラボで演奏。

心に染みました。中高生も奉仕で支

えてくれました。25日はクリスマス早

朝礼拝。まだ暗いうちから礼拝が始

まり、段々と空が明るむ・・・・新しい

時の始まりを思わせる礼拝でした。

一つ一つの礼拝・行事を通して主と

隣人との豊かな交わりが生まれ、や

はりクリスマスは特別な喜びの時で

あることを思いました。 

 

 

小倉・直方教会  永吉穂高牧師 

小倉教会では、降誕祭に1名の洗礼者が与えられ、主がお生まれになられたお祝いと共

に、大きな喜びが増し加えられました。ご家族の喜ばれる姿に、教会員一同、大いに励まさ

れたことを思い起こします。イヴ礼拝にはロウソクに火を灯し、温かい雰囲気の中で主を讃美

し、御言葉を分かち合いました。 

直方教会ではイヴ礼拝を行っていないため、日曜14時からの主日礼拝で、キャンドルサー

ビスを行いました。日光が差し込まないよう、窓に布を張るのです。祝会では、門司教会の有

吉姉による降誕劇もあり、約40名で過ごす賑やかな時となりました。 

今回、新たな取り組みとして、礼拝

の中でプロジェクターとスクリーンを用

いました。暗い会堂でロウソクの火を

頼りに式次第を読むことは困難です

し、手元を見て、下を向き続けること

になります。このような意味でも、今後

もこの取り組みを続けていきたいと思

います。 

主によって豊かな時が与えられ、

感謝でいっぱいです。 
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九州ルーテル学院  中学・高校チャプレン 崔大凡牧師 

熊本の九州ルーテル学院では、待降節に少し先立って「クリスマスイルミネーション点灯式」

をもって今年度のクリスマス関連行事を始めました。同じキャンパスの中で生活している幼稚

園児、中高生、大学生、教職員と保護者、そして学院の近隣の方々、合わせて約700人が一

緒に礼拝し、イルミネーションの点灯を見守りました。 

クリスマスの数日前には、幼稚園、中高、大学、それぞれのチャペルでクリスマス礼拝が守

られ、イエス・キリストの誕生を共に祝いました。九州ルーテル学院に入ったことで初めてキリ

スト教に触れる人々がほとんどである学院の中で、クリスマスはイエス・キリストに触れる一番

良い機会でもあります。 

 中高で続けてきたクリスマス行事として

「キャロリング・早天の祈り」があります。クリ

スマス礼拝日の朝5時30分、市内の白川公

園から学院まで讃美をしながら歩きつつ、

まだ静かな町に向かって喜びを伝えること

は、まるでお生まれになったイエスを探し当

てた羊飼いたちのようです（ルカ2章）。キリ

ストに触れたばかりの生徒たちが身をもって

讃美し祝う時間、今年も守られました。 

 

松崎保育園  梶原潔園長 

２０１４年４月から社会福祉法人とし

て新たなスタートを切った松崎保育

園は、６４年間、絶やすことなくクリス

マス会を行ってきました。発表会の形

で合奏や踊りを保護者に披露するク

リスマス祝会がそれです。年長児の

「聖書拝読」と「キャンドルサービス」

が厳かに行われ始まります。降誕劇

は小さな子どもたちのあこがれです。

これからも、幼い子どもたちの心に残

るクリスマスになればと思います。 

 

宗教改革500周年にむけて ～ロゴあれこれ編～  宗教改革500周年に向けて世界各地で準

備が進められています。その象徴の一つが、

500周年記念ロゴ。左から順に、ドイツ福音

教会(EKD)、ルーテル世界連盟(LWF)、そ

して日本福音ルーテル教会(JELC)のもの。

「ことば」を意識させるEKDのもの、中央に

ルターの薔薇が隠されているLWFのもの、

オリンピックカラーで世界に意識を向けさせ

るJELCのもの、同じ宗教改革500年ロゴで

もそれぞれ特徴的で興味深いですね。  
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Ῡשּׁ    唐津教会物語           箱田清美牧師 

唐津教会は、再来年の２０１７年に創立１００周年を迎えます。その年はルターの宗教改

革５００年記念とも重なりますが、当教会は独自に教会の百寿の祝いをいかに迎えるかを、

形にできるよう話し合いをしています。ご多分に漏れずわたしたちも、記念礼拝を持ち、記

念誌を出し、多少の記念改修を考えています。実はもう昨年から、この三つは順々に取り

掛かっています。これらのことは極めてローカルな話ですので、特段の話はありません。 

お話したいのは、守られてきた当教会の１００年の歴史を歩んだ信徒物語のことです。当

教会は他の地区と離れた位置にありますので、信徒の交流も他教会とは日常的には出来

にくい立場です。その分、独立独歩に自らの教会を守る気風があります。その気風は良くも

悪くもなる可能性は含んでいますが、この教会には祈りの豊かな信徒の方が数人おられて、

それをよい方に歴代の牧師方とともに用い、教会を造り上げられたという歴史があります。こ

のように申すと祈りの悪い人が（失礼）いるように聞こえるかも知れませんが、ここに赴任して、

祈りの言葉が豊かで、身に付いた自らの言葉で祈られる祈りに触れ、教会はやはりこのよう

な祈りによって土台を据えられていくのだと、つくづくと思ったことでした。「知識は人を高ぶ

らせるが、愛は造り上げる」と言われる通りでしょう。 

それともう一つは、このような辺境の地の教会は狭義の意味の教会活動だけでは、今の

ルーテル教会の教会組織論としては存立が難しいという点です。その点、わたしたちの教

会は地域に受容されてきた、評判のよい幼児教育施設を運営させていただき、人の交流

や経済的な面からも大変助けられてきた歴史があります。６３年前に幼稚園を始めて、最近

認定こども園となり保育園を含み運営しています。今では、「ルーテル」の「こども園」として、

教会と園は混然一体となり、この地域では「ルーテルさん」と呼ばれています。わたしはこの

呼び名こそ、広義の「教会」だと受け取っています。これが１００年掛けてこの地に定着を受

け入れられた、わたしたちの教会の物語です。 

２０１７年に、唐津教会は百寿の祝賀をします。その祝賀は、このような歴史を踏まえて、

１００年の信徒方のそれぞれの物語を想起し、小さな群れでありますが現在の信徒方と現

在を讃美し、まだ見ぬこれから神が興される新しい「アブラハムの裔」を楽しみに待つ日とし

たいと願っています。 
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壮年連盟報告 

箱崎教会の深町健太郎です。今回九州教区の壮年会長という大役を仰

せつかりました。まだまだ若輩者でありますが，来年の筑後地区にうまくバト

ンが渡せるよう頑張っていきたいと思っていますので，ご協力のほどよろしく

お願いいたします。 

また，今年の修養会は，博多教会を会場として行う予定となっています。

まだ講師等決まっていませんので興味のある分野や先生等ございましたら

連絡のほど併せてよろしくお願いいたします。 

 

壮年連盟会長 

深町 健太郎 

女性会報告  

教区女性会は、2月28日（土）箱崎教会にて、第19回定期総会を行いま

す。3年間の活動の振り返りと、これからの3年間について話し合う機会で

す。この3年間に会員数は約40名、加入教会は2教会減りました。悲観的に

なりがちな心を、御言葉と祈りに支えられ歩んでいけるように、ないものでは

なく恵みを数えて繋がることができるようにと願います。 

最後になりましたが、教区事務所の河﨑兄、山口兄、森姉には大変お世

話になりました。心より感謝申し上げます。 

 

 

女性会会長 

岩切 旻世 

青年会報告 

 主の御名を讃美します。 

今年度のクリスマス会は12/13（土）に、博多教会で行いました。クリスマス

礼拝と祝会（鍋パーティー）を企画し、中高生にも参加を呼びかけ、中高生

、保護者も合わせて参加者は16名でした。青年会活動に初めて参加してく

れた仲間達との新しい出会いに恵まれ、にぎやかで、とても祝福された時

を過ごすことができました。 

2/21(土)には大江教会で総会を予定しております。詳細は各教会へお

送りした案内ハガキをご覧いただき、近くの青年へのご案内をしていただけ

ると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

青年会会長 

因 てい子 

教区行事予定 

◆役員研修会 「福音マーケット」 講師 立野泰博牧師 

2015 年2月14日(土) 12:30 ～（於健軍教会） 

※どなたでも（役員でなくとも）参加出来ます 

◆教区青年会総会 

2015 年2月21日（土）14:00 ～（於大江教会） 

◆教区女性会総会 

2015 年2月28日(土) 10:30 ～（於箱崎教会） 

各プログラムの詳細は各教会牧師までお尋ねください。 


